
海江田万里衆議院財務金融委員会理事（民主党）に

要請内容を説明するTCフォーラム湖東事務局長

日
本
版
納
税
者
権
利
憲
章
・
国
税
通
則
法
＿
部
改
正
案
の
内
容

民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
社
民
党
の
野
党
三
党
が
さ
る
七
月
十
二
日
、
衆
議
院
に
提
出
し
た

「
国
税
通
則
法
一
部
改
正
案
・
日
本
版
納
税
者
権
利
憲
章
」
（
す
で
に
会
員
諸
氏
に
は
、
同
法
案

及
び
提
出
者
名
を
前
回
の
ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
郵
送
し
ま
し
た
）
は
、
審
議
に
入
る
こ
と
な

く
議
院
運
営
委
員
会
に
「
つ
る
し
」
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
延
長
国
会
の
会
期

末
七
月
三
一
日
を
も
っ
て
他
の
法
案
と
と
も
に
一
括
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

廃
案
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
海
江
田
万
里
（
民
主
党
）
、
古
川
元
久
（
同
）
、
佐
々
木
憲
昭
（
日

本
共
産
党
）
、
阿
部
知
子
（
社
民
党
）
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
理
事
が
提
出
者
と
な
り
、
三

党
に
所
属
す
る
全
衆
議
院
議
員
一
三
九
人
が
賛
成
者
と
し
て
名
前
を
連
ね
た
こ
と
は
大
き

な
前
進
で
あ
り
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
民
主
党
の
海
江
田
万
里
衆
議
院
議
員
は
、
「
廃
案

に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
こ
の
運
動
が
敗
北
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
び
提
出
す
る
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
も
ら
っ
た
と
思
え
ば
よ
い
の
で
す
。
私
た
ち
の
側
の
力
を
さ
ら
に
強
め

て
、
粘
り
強
く
何
回
で
も
提
出
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

昨
年
（
二

0
0
一
年
）
の
通
常
国
会
で
は
、
民
主
党
の
単
独
提
案
で
し
た
が
、

T

C
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
会
員
か
ら
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
民
主
党
の
海
江
田
万
里
筆
頭
理
事
が
野
党
各
党
の

理
事
に
共
同
提
案
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
各
党
が
党
内
手
続
き
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
共
産
党
、
社
民
党
は
同
法
案
の
共
同
提
案
に
賛
同
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
自
由
党
は
、
「
納
税
者
権
利
保
護
法
の
制
定
に
は
賛
成
だ
が
、
共
同
提
案
に

は
反
対
」
と
い
う
ね
じ
れ
た
結
論
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
野
党
四
党
の
共
同
提
案
と
は

な
ら
ず
、
野
党
三
党
の
共
同
提
案
と
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
次
の
国
会
に
は
野
党
四
党
、

い
や
与
党
を
も
巻
き
込
ん
だ
超
党
派
で
提
出
す
る
可
能
性
に
道
を
開
い
た
と
い
え
ま
し
ょ

スノ

「
国
税
通
則
法
一
部
改
正
案
」
は
、
税
務
行
政
に
お
け
る
国
民
・
納
税
者
の
権
利
保
護
を
基

本
理
念
と
し
て
明
記
し
、
国
税
当
局
に
よ
る
強
権
的
な
税
務
行
政
・
質
問
検
査
権
の
乱
用
に

定
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

)
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発
行
「
納
税
者
の
権
利
憲
章
」
を
つ
く
る
会

(
T
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
事
務
局
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京
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区
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栄
町
九

N
I
K
ビ
ル
ニ
階

0
三
（
三
三
六
四
）
五
六
七
一

具
体
的
に
は
、
①
国
税
庁
長
官
に
「
税
務
行
政
基
本
方
針
」
の
作
成
・
公
表
を
義
務
付
け
る

こ
と
、
②
被
調
査
者
の
住
所
及
び
氏
名
、
調
査
担
当
職
員
名
、
調
査
理
由
、
調
査
の
根
拠
法
令
、

調
査
物
件
、
調
査
日
時
・
場
所
、
調
査
日
時
の
変
更
が
で
き
る
旨
等
を
記
載
し
た
事
前
通
知
書

を
十
四
日
前
ま
で
に
納
税
者
に
通
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
③
調
査
終
了
後
、
調
査

結
果
を
納
税
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
、
④
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
こ
と
、
等
を
内

容
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
前
の
通
常
国
会
に
民
主
党
が
提
出
し
た
も
の
と
変
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
も
し
、
こ
の
よ
う
な
改
正
案
が
立
法
化
さ
れ
た
な
ら
、
よ
う
や
く
税
務
行
政
の
面
で
諸
外

国
に
追
い
つ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
否
、
追
い
つ
く
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
す
。

国
税
当
局
の
抵
抗

そ
の
反
面
、
国
税
当
局
に
と
っ
て
は
ル
ー
ル
な
き
裁
量
行
政
が
封
じ
ら
れ
、
成
績
主
義
・
出

世
主
義
に
凝
り
固
ま
っ
た
行
政
運
営
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国

税
当
局
の
同
法
案
に
対
す
る
抵
抗
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は
、

野
党
各
党
の
議
員
に
対
し
、
「
わ
が
国
に
は
す
で
に
納
税
者
を
保
護
す
る
法
制
度
が
あ
る
」
、

「
税
務
行
政
・
税
務
調
査
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
納
税
者
は
十
分
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
尊
重
さ

れ
権
利
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
」
、
だ
か
ら
納
税
者
憲
章
は
不
要
だ
、
な
ど
と
喧
伝
し
て
回
り

ま
し
た
。

ま
た
国
税
当
局
は
、
「
わ
が
国
の
場
合
、
挙
証
責
任
が
常
に
課
税
庁
側
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

挙
証
責
任
が
納
税
者
側
に
あ
る
国
の
よ
う
に
納
税
者
権
利
保
護
法
は
不
要
だ
」
、
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
誤
り
で
す
。
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
課
税
庁
が

更
正
処
分
を
行
う
際
の
挙
証
責
任
は
当
然
に
当
局
側
に
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
理
由
付
記
の
な

い
更
正
処
分
を
行
え
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
（
白
色
申
告
者
に
対
す
る
更
正
処
分
）
。
ま
た
、

米
国
で
は
一
九
九
八
年
の
「
内
国
歳
入
庁
再
編
法
案
」
に
お
い
て
、
小
規
模
法
人
（
正
味
財
産

が
七

0
0
万
ド
ル
を
超
え
る
法
人
を
除
く
）
及
び
個
人
に
つ
い
て
は
常
に
課
税
庁
側
に
挙
証

責
任
が
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
行
政
庁
内
部
に
置
か
れ
て
い
る
「
調
停

委
員
会
」
に
不
服
を
申
し
出
た
場
合
、
挙
証
責
任
は
常
に
課
税
庁
側
に
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で

も
納
税
者
の
収
入
金
額
に
つ
い
て
は
常
に
課
税
庁
側
に
挙
証
責
任
が
あ
り
ま
す
（
必
要
経
費

に
つ
い
て
は
納
税
者
側
に
あ
り
ま
す
）
。

こ
の
よ
う
に
挙
証
責
任
が
課
税
庁
側
に
あ
る
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
米
国
に
も
フ
ラ
ン
ス
に
も
ド
イ
ツ
に
も
納
税
者
権
利
保
護
法
が
あ
る
の
で
す
。
国
税
当

局
は
い
か
に
も
日
本
の
課
税
庁
に
自
由
な
裁
量
権
が
な
い
か
の
よ
う
に
言
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
全
く
逆
で
、
ル
ー
ル
な
き
税
務
行
政
・
税
務
調
査
を
相
変
わ
ら
ず
続
け
て
い
る
の
で
す
。

納
税
者
権
利
憲
章
制
定
議
員
連
盟
の
発
足
を

残
念
な
が
ら
今
国
会
で
は
廃
案
と
な
り
ま
し
た
が
、
納
税
者
権
利
保
護
法
の
制
定
へ
の
道

は
確
実
に
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
中
心
と
す
る
国
民
・
納
税
者
の
前
に
、

国
税
当
局
は
必
至
で
立
ち
は
だ
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
だ
が
、
そ
れ
は
無
駄
な
努
力
と
な

る
で
し
ょ
う
。
次
の
国
会
に
向
け
て
、
民
主
党
の
海
江
田
万
里
衆
議
院
議
員
の
呼
び
か
け
に

よ
る
超
党
派
の
「
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
の
た
め
の
勉
強
会
」
が
臨
時
国
会
中

(
-
0
月
）
に

発
足
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
勉
強
会
」
は
、
か
つ
て
大
渕
絹
子
参
議
院
議
員
（
社
民

党
）
を
中
心
と
し
て
行
っ
た
「
勉
強
会
」
を
衆
議
院
を
中
心
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で
す
。
海
江

田
議
員
は
、
こ
の
勉
強
会
を
今
回
提
出
し
た
野
党
三
党
を
は
じ
め
、
自
由
党
、
公
明
党
、
自
民

党
な
ど
与
党
議
員
も
含
め
た
も
の
に
し
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
臨
時
国
会

中
に
会
を
重
ね
、
で
き
る
こ
と
な
ら
「
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
議
員
連
盟
」
を
立
ち
上
げ
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

納
税
者
権
利
憲
章
は
電
子
申
告
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
広
く
国
民
各
層
に
必
要
な
も

の
と
な
り
ま
す
。
納
税
者
の
権
利
保
護
は
野
党
で
あ
ろ
う
と
与
党
で
あ
ろ
う
と
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
与
党
の
議
員
の
中
に
も
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
人
が
数
多
く
い
る
は
ず

で
す
。
「
納
税
者
権
利
保
護
法
の
制
定
は
超
党
派
に
な
じ
む
」
と
い
う
議
員
も
沢
山
い
ま
す
。

是
非
、
超
党
派
の
「
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
議
員
連
盟
」
を
発
足
さ
せ
、
次
期
通
常
国
会
に
は

同
議
員
連
盟
の
名
で
国
会
に
再
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
成
立
へ
の
道

は
ぐ
っ
と
近
づ
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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